
本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。正しく安全にお
使いいただくために、ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みください。
必ず、「安全上のご注意は必ずお守りください」をお読みください。
保証書は、「お買い上げ日、販売店名」などの記入をお確かめのうえ、この取扱
説明書と共に、大切に保管してください。

ConXV.0.3

ConX取扱説明書
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安全上のご注意は必ずお守りください
● 誤った使い方をしたときに生じる危険の程度を、次の表示で区分して、説明しています。

死亡や重傷などの危険のおそれがあるものです。

傷害や家屋などの損害のおそれがあるものです。

● お守りしていただく内容を、次の図記号で説明しています。

絶対に行わな
いでください

絶対に水にぬ
らさないでくだ
さい

気を付けてくだ
さい

絶対に触れな
いでください

絶対にぬれた
手で触れない
でください

必ず指示に従っ
てください

変なにおいがしたり、内部に物が
入ったときなど、異常や故障が
あった時は、直ぐに電源プラグを
抜く

火災や感電の原因になります。
直ぐに電源を切り、コンセントから
電源プラグを抜いて、販売店また
は保証規定に記載のサポートセン
ターに修理のご相談をしてくださ
い。

ACアダプター、電源コードを傷つ
けない
・無理に曲げない
・ねじらない
・引っ張らない
・物をのせない
・束ねない

火災や感電の原因になります。
ACアダプターや電源コードの修
理は販売店にご相談ください。

絶対に分解し
ないでください

浴室や台所な
どで使わない
でください。

必ず電源プラ
グをコンセント
から抜いてくだ
さい

必ずAC100Vで、タコ足配線を
しないで、お使いください

火災や感電の原因になります。

ACアダプターは水にぬらさない

火災や感電の原因になります。
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雷が鳴ったら、本体、ACアダプ
ター、電源プラグ、アンテナ線に触
れない

感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグの抜き差
しをしない

感電の原因になります。

内部に物や水を入れない

火災や感電の原因になります。
お子様に注意してください。
内部に物が入ったときは、販売店
にご相談ください。

分解・改造をしない

感電や火災の原因になります。

破損した場合は、電源プラグを抜
いて、使わない

落としたり、ぶつけたりして破損し
た場合は、直ちに電源プラグを抜
いて、使わないでください。
火災や感電の原因になります。

乾電池は、幼児の手の届くところ
に置かない

誤って飲み込むと、窒息する危険
があります。

不安定な場所に置かない

落ちたり、倒れたりしたときに、け
がの原因になります。

風通しの悪いところに置かない

内部に熱がこもると、火災や故障
の原因になります。

温度が高いところや、湿気が多い
ところでは使わない
・直射日光の当たる場所
・車の中
・ストーブの近く
・浴室や台所

火災や感電の原因になります。

電源に接続した状態で移動させ
ない

ACアダプター、電源コードが傷つ
き、火災や感電の原因になります。

必ず付属専用ACアダプターを
使う

付属品以外のACアダプターを使
用すると、火災や感電の原因にな
ります。

コンセントの抜き差しは、電源
プラグを持って行う

電源コードの傷や断線が起こる
と、火災や感電の原因になります。

長時間使わないときや、お手入れ
のときは、コンセントから必ず
電源プラグを抜く

火災や感電の原因になります。

電源プラグのほこりを定期的に
とる

火災や感電の原因になります。

種類の違う乾電池を一緒に使
わない。

液もれや火災の原因になります。

電池が液もれしたときは、電源プ
ラグを抜いて、よく乾いた布で、
電池を取り出す

液が目に入ったときは、直ぐに水
で洗い、医師にご相談ください。
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本製品は、2.4GHz帯の周波数帯域を使用しております。同じ周波数帯域を使用する他の
機器との電波干渉を避けるために、下記注意事項をお守りください。

・本製品は、電波法に基づく技術基準適合証明を受けております。無線局の免許は不要です。
・本製品に、次の行為を行うことは電波法で禁止されています。
　・分解や改造を行う
　・本製品に表示されている技術基準適合証明ラベルを消したり、はがしたりする。
・他の機器との電波干渉
　電子レンジ、デジタルコードレス電話、その他の2.4GHz帯を使用する機器の近くで使用する
 と、音声の途切れや通信速度が遅くなることが有ります。このような場所でのご使用はお控えく  
 ださい。
・通信時に発生した情報の漏えいについては、当社では一切の責任を負えないことをご了承くだ 
 さい。

本製品の使用周波数帯域では、電子レンジなどの産業・科学・医療機器のほか、工場の
製造ラインなどで使用される移動体識別用の構内無線局（免許が必要な無線局）、特定
小電力無線局（免許が不要な無線局）およびアマチュア無線局（免許が必要な無線局）
が運用されています。
1.本製品を、ご使用される前に、近くで移動体識別用の構内無線局、特定小電力無線局
　およびアマチュア無線局が運用されていないことを確認してください。
2.万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して、有害な電波干渉の事例が発
　生した場合には、本製品の電源を切り、当社相談窓口にご連絡いただき、混信回避の
　ための処置（例えば、パーテーションの設置など）についてご相談ください。
3.その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局またはアマチュア無線局に対
　して有害な電波干渉の事例が発生した場合や、ご不明な点が発生した場合は、当社相
　談窓口にお問い合わせください。
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付属品を確認する
本製品には、次の付属品が同梱されています。
　専用ACアダプター 　　 1セット（マルチアタッチメントを含みます。）
　取扱説明書（本書）　　 1冊

設置する
本製品および専用ACアダプターは、平らな安定した場所に設置してください。

ACアダプターを接続する
1.アタッチメントプラグを取り付ける。
　（１）ご家庭のコンセントの形状に合わせたアタッチメントプラグを専用ACアダプター本体の
　　　溝にあわせて、はめこんでください。
　　　【ご注意】写真は、一般的な日本のご家庭で使用できるプラグです。
　（２）アタッチメントプラグを矢印の方向にカチッと音がするところまで、スライドさせてください。

2.本体背面左側にあるDC電源入力端子に、専用ACアダプターのDC出力プラグを接続してく
　ださい。
　【ご注意】DCプラグには方向性が有りますので、まちがった方向に無理に差し込もうとする
　　　　　と、故障の恐れが有ります。プラグの形状を良く確かめて、正しく接続してください。
3.専用ACアダプターの電源プラグを交流100Vのコンセントに接続する。
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1.電源ボタン （　）　　　　
　このボタンを押すと、電源が入ります。電源を切るときは、ステータスインジケーターが赤色に
　点灯するまで、このボタンを長押ししてください。

2.セットアップボタン （SETUP）
　本製品をネットワークに接続するときに、このボタンを押します。詳細は、10ページ「ネット
　ワークに接続する」をご覧ください。

3.グループ追加／切り離しボタン（ADD／DROP）　
　（１）本製品をグループに追加する
　　　グループの設定操作中に、このボタンを押すと、本製品は“Slave Speaker”としてグルー
　　　プに追加されます。 
　（２）グループから切り離す
　　　本製品がグループに登録されているときに、このボタンを押し続けると、本製品はグループ
　　　から切り離しされ、“Free Speaker”となります。
　【ご注意】22ページ「新しいグループを設定する」をご参照ください。

4.パーティーモードボタン（PARTY MODE）
　このボタンを押すと、ネットワークに接続されている全てのART対応スピーカーがグループ
　に追加され、全てのART対応スピーカーから音楽を聴くことができます。全てのART対応ス
　ピーカーに配信したいときは、このボタンを3秒間長押ししてください。
　【ご注意】22ページ「新しいグループを設定する」をご参照ください

5.ステータスインジケーター
　本製品の動作状態を、LEDの色でお知らせします。
　　赤色 ： スタンバイ状態です
　　青色 ： 光接続（OPTICAL IN）が有効な状態です。
　　緑色 ： 外部出力（LINE OUT）が有効な状態です。
　　紫色 ： 外部入力（LINE IN）が有効な状態です。
　　【ご注意】アプリでAUX INがONのときに、外部音声入力端子（LINE IN）が未接続の場合も
　　　　　　青色に点灯します。

各部の名前とはたらき（前面パネル）
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各部の名前とはたらき（背面パネル）

1.DC電源入力端子（POWER）
　専用ACアダプターのDC出力プラグを接続する端子です。
　【ご注意】必ず、同梱している専用ACアダプターをご使用ください。

2.外部音声入力端子（LINE IN）
　本製品を“マスター”スピーカーとして使用する場合に、ヘッドホンなどのアナログ音声出力を
　入力する端子です。入力された音楽などは、ART対応スピーカーに配信することができます。
　【ご注意】この端子は、3.5 mmステレオミニプラグケーブルに対応しています。

3.外部音声出力端子（LINE OUT）
　本製品または他のART対応スピーカーから音楽などを、本製品に接続するスピーカーなどに
　出力するときに、この端子とスピーカーなどの外部音声入力端子をご接続ください。
　【ご注意】この端子は、3.5mmステレオミニプラグケーブルに対応しています。

4.デジタル音声光入力端子（OPTICAL IN）
　本製品を“マスター”スピーカーとして使用する場合に、CDプレイヤーなどのデジタル光音声出
　力を入力する端子です。入力された音楽などは、ART対応スピーカーに配信することができます。
　【ご注意】この端子は、オーディオ用光ケーブルに対応しています。

１ ２ 3 ４
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　（３）“Configure Devices”画面で、“Add more speakers”をタップしてください。

1.本製品の電源ボタンを押して電源を入れてください。
2.Tivoli Audio Wireless Appを起動してください。
　（１）初めてご使用になるときなど、グループが１つも設定されていないときは、左下の画面が
　　　表示されます。画面右下の“Configure”をタップしてください。
　（２）グループが設定されているときなどは、中央の画面が表示されます。画面下部の矢印を
　　　タップすると、メニューが表示されます。画面右下の“Configure”をタップしてください。

本製品を次の手順で、専用アプリを用いて、ネットワークに接続します。
【ご注意】操作を始める前に、必ずGoogle Playより専用アプリ（Tivoli Audio Wireless App）
をダウンロードしてください。

ネットワークに接続する（Android機器）
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3.表示される“Configure your Tivoli Audio Speaker”画面で、“Configure”ボ
　タンを押してください。

4.本製品の前面パネルにあるセットアップボタン(SETUP)を押してください。
　インジケーターは緑色に点滅します。

5.次の画面で、“NEXT”をタップしてください。
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6.表示される“Device Setup”画面で、“OPEN SETTINGS”をタップしてください。

8.再び、Tivoli Audio Wireless Appの画面に戻ってください。
　【ご注意】画面を戻す場合の操作方法は、お使いのAndroid機器の取扱説明書の指示に従っ
　　　　　てください。

7.次にWi-Fiの設定を行います。
　Android機器のWi-Fi設定画面を開いて、Wi-Fi設定画面で本製品（ネットワークID）を選　
　択し、接続を実行し、“接続されました”と表示されることを確認してください。
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10.“Speaker Setup”画面で、接続するネットワーク名（Home Network SSID）を
　　確認し、ネットワークパスワードを入力し、“SAVE”を押してください。ネットワーク上
　　で本製品を検索し接続動作を行います。
　　【ご注意】ネットワークでの本製品の検索および接続には、少し時間がかかる場合が有りま
　　　　　　す。検索終了まで操作せずにお待ちください。

9.”Device Setup“画面で、“NEXT”をタップしてください。

【ご注意】
ネットワーク名(SSID)やパスワード入力間違いが有った場合
は、“Not Able to connect”のメッセージを表示します。
このメッセージが表示された場合は、
１．スマホの操作で、アプリを強制終了させてください。
２．スマホのWi-Fi接続画面で、スマホをネットワークへ再接続
　　してください。認証問題が発生している場合は、再度ネット
　　ワークへのパスワードを入力してください。
３．本製品を工場出荷状態にリセットしてください。
　リセット方法は、40ページ「工場出荷状態へリセットする」をご
　参照くださ い。　
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11.“Configure Devices”画面のConfigured Speaker欄にWi-Fi接続を許可し　
　 た本製品（Tivoli_XXXXX）が表示されれば、設定は完了です。
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　（３）“Configure Devices”画面で、“Add more speakers”をタップしてください。

1.本製品の電源ボタンを押して電源を入れてください。
2.Tivoli Audio Wireless Appを起動してください。
　（１）初めてご使用になるときなど、グループが１つも設定されていないときは、左下の画面が
　　　表示されます。画面右下の“Configure”をタップしてください。
　（２）グループが設定されているときなどは、中央の画面が表示されます。画面下部の矢印を
　　　タップすると、メニューが表示されます。画面右下の“Configure”をタップしてください。

本製品を次の手順で、専用アプリを用いて、ネットワークに接続します。
【ご注意】操作を始める前に、必ずApple App Storeより専用アプリ（Tivoli Audio Wireless 
　　　　App）をダウンロードしてください。

ネットワークに接続する（iOS機器）
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６．iOS機器で、ホームボタンをタップしてください。

５．次の画面で、“NEXT”をタップしてください。

４．本製品の前面パネルにあるセットアップボタン(SETUP)を押してください。
　インジケーターは緑色に点滅します。
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８．Wi-Fi設定画面で本製品（ネットワークID）を選択し、接続を実行し、
　“接続されました”と表示されることを確認してください。

７．iOS機器のWi-Fi設定画面を開いてください。Wi-Fiの設定を行います。
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９．接続後、Tivoli Audio Wireless Appアイコンをタップし、アプリの画面に戻ってく
　 ださい。

１０．“Device Setup”画面で、“NEXT”をタップしてください。
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11．“Speaker Setup"画面で、接続するネットワーク名（Home Network SSID）を
　　 確認し、ネットワークパスワードを入力し、“SAVE”を押してください。ネットワーク
　　 上で本製品を検索し接続動作を行います。
　　 【ご注意】ネットワークでの本製品の検索および接続には、少し時間がかかる場合が有りま
　　            す。検索終了まで操作せずにお待ちください。

１２．“Configure Device”画面のConfigured Speaker欄にWi-Fi接続を許可した
　　本製品（Tivoli_XXXXX）が表示されれば、設定は完了です。

【ご注意】
ネットワーク名(SSID)やパスワード入力間違いが有った場合
は、“Not Able to connect”のメッセージを表示します。
このメッセージが表示された場合は、
１．スマホの操作で、アプリを強制終了させてください。
２．スマホのWi-Fi接続画面で、スマホをネットワークへ再接続
　　してください。認証問題が発生している場合は、再度ネット
　　ワークへのパスワードを入力してください。
３．本製品を工場出荷状態にリセットしてください。
　リセット方法は、40ページ「工場出荷状態へリセットする」をご
　参照くださ い。　
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本製品には識別するための名前（ニックネーム）がついています。次の操作で名前を変更
することができます。
１．Tivoli Audio Wireless Appを起動してください。
　（１）初めてご使用になるときなど、グループが１つも設定されていないときは、左下の画面が
　　　表示されます。画面右下の“Configure”をタップしてください。
　（２）グループが設定されているときなどは、中央の画面が表示されます。画面下部の矢印を
　　　タップすると、メニューが表示されます。画面右下の“Configure”をタップしてください。

名前（ニックネーム）をかえる

２．“Configure Devices”画面で、本製品をタップしてください。



３．“Speaker Setup”画面の“Speaker Name“の右端にある”ペンシル“アイコンを
　　タップしたあとで、”X“マークをタップすると、現在の名前（Tivoli_E0DF8C）が消去
　　されます。そのあとに、お好きな名前（下図では、”kitchen“）を入力してください。

４．“Speaker Setup”画面で、チェックマークアイコンをタップしたあとで、“SAVE”を
　　タップすると、新しい名前が保存され、“Configure Devices”画面に戻り、保存した
　　名前が表示されます。
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１．Tivoli Audio Wireless Appを起動してください。
（１）初めてご使用になるときなど、グループが１つも設定されていないときは、左下の画面が表
　　示されます。画面左下の“Play New”をタップしてください。
（２）グループが設定されているときなどは、中央の画面が表示されます。画面下部の矢印をタッ
　　プすると、メニューが表示されます。画面左下の“Play New”をタップしてください。
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同時に、ご使用するART対応スピーカーを設定するためにグループの設定を行います。複
数のART対応スピーカーをお持ちの場合は、グループに追加することで複数のART対応
スピーカーから同時に音楽などを流すことができます。
【ご注意】“Free Speaker”が無い場合は、新しいグループを設定できません。今あるグループか  
　　　　らART対応スピーカーを切り離してください。

新しいグループを設定する

２．表示される“Select Source Speaker"画面で、音源とするART対応スピーカーの 
　 名前（ニックネーム）をタップしてください。タップしたART対応スピーカーがマスター
　スピーカーとなります。
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３．“Manage Speakerｓ”画面のART対応スピーカーリストからART対応スピーカー
　  の名前をタップするとグループに追加することができ、“Slave Speaker”と表示さ
　  れます。ART対応スピーカーの選択が終わったあとで、“NEXT”をタップしてください。

【ご注意】ART対応スピーカー名の右側に“Free Speaker”と表示されているART対応スピー
　　　　カーを追加することができます。
【ご注意】追加したART対応スピーカーは、“Slave Speaker”となります。マスタースピーカー
　　　（音源）にはなりません。
【ご注意】追加をとりやめたいときは、再び“Slave Speaker”表示の有るART対応スピーカーの
　　　　名前をタップすると、右側の表示が“Free Speaker”となり、グループへの追加が中止
　　　　されます。
【ご注意】“Free Speaker”表示の有るART対応スピーカーを全て追加したいときは、画面の右
　　　　上コーナー部にある“ドットマーク”をタップし、サブメニューから“Join All Free
　　　　 Speakers”を選択してください。

ドットマークのサブメニュー
・Release this Group
  このグループを抹消します。
・Join All Free Speakers
  “Free Speaker”表示のあるART対応スピーカーをこのグ
  ループに追加します。
・Free All From this Group
  全てのART対応スピーカーを、このグループから切り離します。
・Join All
  リストにある全てのART対応スピーカーを、このグループに追
  加します。
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１．Tivoli Audio Wireless Appを起動すると、左下画面が表示されます。画面下部の矢印
　　をタップすると、メニューが表示されます。画面左下の“Play New”をタップしてください。

ご使用中のグループに、スピーカーを追加する場合は、次の手順で行います。
グループにスピーカーを追加する。

２．表示される“Now Playing"画面で、”Speaker“をタップし、”Manage Speakers
　“画面で”Free Speaker“と表示されているART対応スピーカーをタップすると、
　”Slave Speaker“としてグループに追加されます。

【ご注意】ART対応スピーカー名の右側に“Free Speaker”と表
　　　　示されているART対応スピーカーを追加することができ
　　　　ます。追加したART対応スピーカーは、マスタースピー
　　　　カー（音源）にはなりません。
【ご注意】追加をとりやめたいときは、再び“Slave Speaker”表示
　　　　の有るART対応スピーカーの名前をタップすると、右側
　　　　の表示が“Free Speaker”となり、グループへの追加が
　　　　中止されます。
【ご注意】“Free Speaker”表示の有るART対応スピーカーを全
　　　　て追加したいときは、画面の右上コーナー部にある“ドッ
　　　　トマーク”をタップし、サブメニューから“Join All Free 
　　　　Speakers”を選択してください。
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１．背面パネルの外部音声出力端子（LINE OUT）とスピーカーなどの外部音声入力端子
　 を接続してください。インジケーターが緑色に点灯します。
　 【ご注意】3.5mmステレオミニプラグケーブルに対応しています。

ART非対応スピーカーなどのオーディオ機器で音楽を聴いたり録音したりする場合などは、本
製品の外部音声出力端子をオーディオ機器の外部音声入力端子に接続してください。本製品が
受信している音楽などをオーディオ機器に出力することができます。（本製品は中継の役割となり
ます。）

外部音声出力端子（LINE OUT）を使う

ドットマークのサブメニュー
・Release this Group
  このグループを抹消します。
・Join All Free Speakers
  “Free Speaker”表示のあるART対応スピーカーをこのグ
  ループに追加します。
・Free All From this Group
  全てのART対応スピーカーを、このグループから切り離します。
・Join All
  リストにある全てのART対応スピーカーを、このグループに追
  加します。
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スマートファンやタブレットに保存している音楽などのファイルを再生する場合は、次の手
順で行います。
１．アプリを起動してください。
（１）初めてご使用になるときなど、グループが１つも設定されていないときは、左下の画面が表
　　示されます。画面左下の“Play New”をタップしてください。
（２）グループが設定されているときなどは、中央の画面が表示されます。画面下部の矢印をタッ
　　プすると、メニューが表示されます。画面左下の“Play New”をタップしてください。

２．表示される“Now Playing”画面の右下にある“Sources”をタップしてください。

音楽ソースをえらぶ（保存ファイルを再生する）
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３．“Select Source／Content”画面で“Local Content”をタップすると、スマート
　ファンやタブレットのフォルダが表示されます。音楽ファイルを保存しているフォルダ
　の中から、再生するファイルを選んでください。

４．音楽ファイルをタップすると、“Now Playing”画面に戻り、音楽タイトルが表示されます



“Spotify”、“TIDAL”などの音楽サービスをご利用される場合は、次の手順で行います。
（“Spotify”サービスを例として、ご紹介いたします。）
　【ご注意】事前に音楽サービスのアカウント（“Spotify”はプレミアムSpotifyアカウント）を取
　　　　　得し、専用アプリのダウンロードなどを行ってください。

１．“Spotify”をご利用になるときは、“Select Source/Content”画面で、“Spotify”
　をタップすると、“Spotify”を呼び出す画面が表示されます。表示された画面で
　“Spotify”をタップしてください。
　【ご注意】“Select Source/Content”画面を表示する方法は、1つ前の“音楽ソースを選ぶ　
　　　　　（保存ファイルを再生する）”をご参照ください。

音楽ソースをえらぶ（音楽サービスを利用する）
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２．“Spotify”のログイン画面が表示されますので、Spotifyのプレミアムアカウントおよ
　　びパスワードを入力し、“Spotify”アプリを起動し、音楽などを選んでください。
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３．選んだ音楽などの再生画面の下部にある“接続可能なデバイス”をタップし、表示され
　　る“デバイス”画面で、ART対応スピーカーをタップしてください。
　 【ご注意】“Spotify”の接続は、Spotifyプレミアムアカウントでのみ動作します。
　 【ご注意】“デバイス”画面で表示されるART対応スピーカー名は、お客様が付けられた名前
　 　 　 　 （ニックネーム）とPremiumユーザー限定と表示されます。

４．Tivoli Audio Wireless Appに戻ってください。“Go to Now Playing ”ボタンを
　 タップするか、スマートフォンやタブレットの“Back（バック）”ボタンをタップすると、
　 “Now playing”画面に移動し、再生アイコンをクリックすると再生が始まります。
　 【ご注意】“Spotify”の音楽が正しく接続されたときは、“Source”アイコン左側に”Spotify“ア
　　　　　　イコンが表示されます。アイコンが表示されないときは、”Spotify“の接続・設定をや
　　　　　　りなおしてください。



【ご注意】このモードをご使用になる場合は、本製品がマスタースピーカーの場合にのみ有効です。
　　　　本製品が“Slave Speaker”の場合は、グルーの再設定を行い、本製品をマスタースピー
　　　　カーに設定してください。
【ご注意】ART対応スピーカーを本製品と同じグループに追加しておく必要があります。ART対応
　　　　スピーカーの追加方法は、22ページ「新しいグループを設定する」をご参照ください。
【ご注意】このモードでは、音楽の再生、停止などは、CDプレイヤーなどの再生機器で行います。
　　　　ART対応スピーカーの音量調節などを本アプリ（Tivoli Wireless Audio）で行います。

CDプレイヤーなどの再生機器の音声出力を本製品に入力し、本製品よりART対応ス
ピーカーに音楽を配信することができます。

外部音声入力端子（LINE IN）
デジタル音声光入力端子（OPTICAL IN）を使う

１．外部音声入力端子(LINE IN)またはデジタル音声光入力端子（OPTICAL IN）のいず
　　れかに、ご希望の音楽ソースを接続してください。
　　【ご注意】２つの入力端子が同時に使われているときは、外部音声入力端子(LINE IN)が優先さ
　　　　　 れます。
２．アプリを起動すると、“Group”画面が表示されます。グループアイコンをタップしてく 
　　ださい
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３．表示される“Now Playing”画面右下の“Sources"をタップすると、Select 
　　Source/Content”画面が表示されます。Aux Inスライダーが右側の位置(有効)に
　　なっていることを確認し、“DONE”をタップしてください。

４．外部音声入力端子に接続しているCDプレイヤーなどの再生機器で、音楽ファイルなど
　の再生を始めてください。グループに登録されている複数のART対応スピーカーから
　 音楽が流れ出します。

５．再び、本アプリに戻って、”Now Playing“画面でART対応スピーカーの音量の調節
　をしてください。



登録されているグループに名前をつけることができます。
１．Tivoli Audio Wireless Appを起動すると、“Groups”画面が表示されます。名前
　を変更したいグループをタップすると、“Now Playing”画面が表示されます。画面下
　 部に表示されている“Speakers”をタップしてください。

グループに名前をつける

２．“ペンシル”アイコンをタップしたあとで、“X”アイコンをタップして現在の名前を消去
　　してください。お好きなグループ名を入力したあとで、“チェック”アイコン、“Done”ボ
　　タンの順番にタップしてください。“Now Playing”画面に戻り、新しいグループ名が
　　表示されます。
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次の２つの方法でグループ全体の音量調節ができます。
１．スマートフォンまたはタブレットの音量調節ボタンで調節してください。
２．Tivoli Audio Wireless Appを起動すると、“Groups”画面が表示されます。音量
　を調節したいグループをタップすると、“Now Playing”画面が表示されます。音量調
　 節バーで調節してください。

グループ全体の音量を調節する

次の２つの方法で、１つ１つのART対応スピーカーの音量調節ができます。
１．本製品の音量ボリュームで調節してください。
２．Tivoli Audio Wireless Appを起動すると、“Groups”画面が表示されます。音量
　を調節したいART対応スピーカーが登録されているグループをタップし、表示される
　 “Now Playing”画面下部に表示されている“Speakers”をタップしてください。表
　 示される“Manage Speakers”画面で、それぞれのスピーカーの音量調節バーで調
　節してください。

スピーカーごとの音量を調節する
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音楽を聴いているときに、ART対応スピーカーの名前や音量を変更したり、ART対応ス
ピーカーの追加、切り離しなどをしたいときに、“Groups”画面から素早く“Speaker 
Configuration”画面に移動させることができます。
１．Tivoli Audio Wireless Appを起動すると、“Groups”画面が表示されます。調節
　したいART対応スピーカーが登録されているグループをタップし、“Now Playing”
　 画面で下部に表示される“Speakers”をタップしてください。

２．“Manage Speakers”画面で、調節したいART対応スピーカーの“＞”マークをタッ
　プすると、“Speaker Setup”画面が表示され、設定を変更することができます。
　【ご注意】操作を間違うと、グループからART対応スピーカーが切り離される可能性が有りま
　　　　　すので、“＞”マークをタップするときは、注意してください。

ショートカットを利用する
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１．Tivoli Audio Wireless Appを起動すると、“Groups”画面が表示されます。切り
　　離したいART対応スピーカーが登録されているグループをタップし、表示される
　　“Now Playing”画面で右上にあるドットマークをタップすると、ドットマークの部分に
　　“Release This Group”と表示されます。
　　【ご注意】マスタースピーカーを切り離すこともできます。

１つのグループを切り離す

すべてのART対応スピーカーを切り離したい場合は、“Groups”画面右上のドットマー
クをタップし、表示される“Drop All”メッセージをタップしてください。
　【ご注意】すべてのグループからすべてのART対応スピーカーが切り離され、ご使用になれるグ
　　　　　ループが無くなります。再びご使用されるときは、すべての設定をやり直す必要が有
　　　　　ります。

すべてのスピーカーをグループから切り離す
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インターネット接続ができない場所では、DDMSモードを使用すると、スマートフォンや
タブレットに保存している音楽ファイルのみご使用できます。
１．本製品前面パネルのセットアップボタン(SETUP)を約３秒間押してください。

２．ご使用されるスマートフォンやタブレットのWi-Fi設定画面で、“DIREC-LBTivoli”を
　　選んでください。
　【ご注意】パスワード入力要求が有った場合は、“hello123”と入力してください。
３．“DIRECT-LBTivoli”ネットワークに接続したあとで、アプリを再起動させてください。

４．本製品でスマートフォンやタブレットに保存している音楽を聴くことができます。
　【ご注意】ストリーミングサービス、インターネット関連のサービスは動作しません。

DDMSモードで使う



37

本製品は、ソフトウエアのアップデートを行うことが有ります。はじめて、本製品をお使い
になるときまたは約４カ月ごとにアップデートの確認をしてください。
１．Tivoli Audio Wireless Appを起動してください。
　（１）初めてご使用になるときなど、グループが１つも設定されていないときは、左下の画面が
　　　表示されます。画面右下の“Configure”をタップしてください。
　（２）グループが設定されているときなどは、中央の画面が表示されます。画面下部の矢印を
　　　タップすると、メニューが表示されます。画面右下の“Configure”をタップしてください。

ソフトウエアのアップデート

２．ソフトウエアのバージョンを確認したいART対応スピーカーを選んでください。
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３．表示される“Speaker Setup”画面下部の“Version Check”をタップしてください。
　（１）“Firmware is up to date ！”と表示されたときは、ソフトウエアは最新版です。

　（２）“CLICK TO UPDATE”と表示されたときは、表示部分をタップしてアップデートを行っ　
　　　ください。
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４．最新版のソフトウエアのダウンロードおよびインストールが始まります。約１０分で
　アップデートは完了します。
　　【ご注意】約１０分でアップデートは終了しますが、お使いのインターネットの接続環境により
　　　　　　アップデート時間は変わります。

５．次の画面が表示されれば、アップデートは完了し、本製品はスタンバイ状態になります。
　本製品の電源ボタンを押すと、ご使用できます。
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工場出荷状態へリセットする
電源が入っている状態で、本製品前面パネルのセットアップボタン(SETUP)とパーティーモード
ボタン（PARTY MODE）を同時に約3秒間押し続けてください。リセットが完了すると、スタンバ
イモード(ステータスインジケーターが赤色点灯)になります。

お手入れ
お手入れの前には、必ずACアダプターの電源プラグをコンセントから抜いてください。
次のことに注意してお手入れしてください。
　・汚れは、柔らかい布で軽くふき取ってください。
　・汚れがひどいときは、十分にしぼった水で薄めた中性洗剤をつけた布で拭き取ったあとに、
　　乾いた布で拭き取ってください。
　・強力な洗剤、アルコール、ベンジン、シンナーなどの溶剤やスプレー式のクリーニング材は使
　　わないでください。

本製品について
ART対応スピーカーは、ご家庭でワイヤレス音楽を楽しむために創り出した芸術的なデザインと
最新テクノロジーを融合させた製品です。家具同等の素材を使い、職人技で木製キャビネットに
仕上げ、高品質のGabriel®生地の装飾をしています。
これらのワイヤレス、Bluetooth®が使用可能なART対応スピーカーは、お好みの音楽などの再
生にあわせ、いろいろな環境でご利用できます。キッチンで１つのART対応スピーカーでSpotify
をご利用になる場合、ダイニングルームで２つのART対応スピーカーを使用してステレオスピー
カーとしてご利用になる場合、ご家庭のあらゆる場所でパーティを楽しむ場合など、ART対応ス
ピーカーは、シンプルで柔軟な発想で、お客様の再生環境に適合させ、音楽の世界を広げること
ができます。
お客様の生活スタイルに合ったART対応スピーカーをお選びください。
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製品仕様
全体仕様
品　　　番 ： ConX
電　　　源 ： DC5V 1A
消費電力  ： 2W
寸　　　法 ： 約117（W）×47（D）×25（H）mm
質　　　量 ： 約0.4kg
動作温湿度 ： 5℃～40℃、35%～80％RH （結露なきこと）

無線LAN（Wi-Fi）仕様

　規格　　　　　　IEEE 802.11b　　　IEEE 802.11g
　周波数帯域 　　2.4GHｚ帯　　　　　2.4GHｚ帯
　伝送方式 　　　DSSS　　　　　　　OFDM

専用ACアダプター仕様
品　　番 ： FJ-SW1160501000DN
電　　源 ： AC100V ‒ AC240V 50/60Hz
消費電力 ： 最大0.3A

本製品は、ソフトウエアのアップデートを必要に応じて行っております。アップデートにより
アプリ画面の表示内容、操作方法が異なる場合がございますことをご了承願います。

著作権
Tivoli Audio、Tivoli Audioのロゴ、MODEL THREEはTivoli Audioが所有する商標で、
許可を得て使用しています。
Bluetooth®のロゴは、Bluetooth SIG, INCが所有する登録商標で、許可を得て使用して
います。
iPhone、iOSなどは、アップル社の商標で、許可を得て使用しています。
その他本取扱説明書に記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。

Spotifyソフトウエアは、ライセンスが必要です。ライセンスを取得される場合は、
以下のURLにアクセスしてください。
www.spotify.com/connect/third-party-licenses


